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女
性
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
時
代
を
生
き
、
生
命
を
育
み
繋
ぎ
つ
つ
地
域
を
変
え
て
い
っ
た
の
か
。
ｌ
地
域
女
性
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
当
該
地
域
の
女
性
た
ち
の
姿
を
通
史
と
し
て
柵
く
こ
と
は
、
究
極
の
Ⅱ
標
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
史
料
的
制
約
が
大
き
い
な
か
で
時
代
を
通
観
し
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
に
地
域
女
性
の
歴
史
的
具
体
像
を
位
償
付
け
つ
つ
通
史
と
し
て
纏
め
上
げ
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
本
詩
は
み
ご
と
に
成
し
遂
げ
た
。
宇
佐
美
ミ
サ
子
氏
は
近
世
史
専
攻
。
交
通
史
・
地
域
史
に
加
え
て
女
性
史
に
三
○
年
余
の
キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
Ⅲ
指
の
Ⅲ
究
肴
で
あ
り
、
及
年
、
小
川
原
女
性
史
研
究
会
で
活
雌
さ
れ
て
も
い
る
。
服
藤
早
苗
氏
は
古
代
史
専
攻
。
女
性
と
子
ど
も
を
常
に
念
頭
に
附
き
つ
つ
家
族
史
・
女
性
史
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダー分析等に優れた研究実紘をもつ有為の研究肴である。本井は、
お
二
人
の
共
著
と
い
う
形
で
刊
行
が
実
現
し
た
。
中
学
生
・
高
校
生
か
ら
一
般
と
い
う
幅
広
い
読
者
層
を
想
定
し
、
わ
か
り
易
く
楽
し
く
読
め
る
「
や
さ
し
い
女
性
の
歴
史
」
と
な
る
よ
う
企
図
さ
れ
た
と
い
う
。
「
地
域
に
暮
ら
し
、
地
域
に
働
き
、
地
域
を
変
え
た
、
西
さ
が
み
の
女
た
ち
。
そ
の
さ
わ
や
か
に
た
く
ま
し
い
歴
史
を
、
い
き
い
き
と
語
る
書
、
そ
の
姿
が
い
ま
明
ら
か
に
！
」
服
藤
早
苗
・
宇
佐
美
ミ
サ
子
箸
『西ざがみ女性の歴史ｌ原始・古代から現代へ」
法
政
史
学
第
七
十
三
号
青
木
美
智
子
と
、
永
原
和
子
氏
（
元
総
合
女
性
史
研
究
会
代
表
）
が
推
薦
文
を
寄
せ
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
Ｉ
編
原
始
～
近
世
の
女
性
第
一
章
古
墳
時
代
ま
で
の
あ
ゆ
み
第
一
節
土
偶
と
灯
棒
第
二
節
稲
作
の
始
ま
り
第
三
節
古
墳
時
代
第
二
章
古
代
第
一
節
政
治
と
女
性
第
二
節
性
愛
と
結
幡
第
三
節
家
族
と
働
き
第
三
章
中
世
前
期
第
一
節
政
治
と
女
性
第
二
節
性
愛
と
結
峨
第
三
節
家
と
財
産
第
川
節
旅
と
遊
女
第
四
章
中
仙
後
期
第
一
節
大
名
や
武
止
隅
の
政
治
と
結
幡
第
二
節
庶
民
肘
の
政
治
と
結
蜥
第
三
節
家
と
相
続
・
妻
役
割
第
四
節
労
働
第
五
節
遊
女
と
芸
能
第
五
章
近
世
第
一
節
政
治
と
女
性
六
四
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第
二
節
武
士
の
結
婚
・
離
幡
第
三
節
庶
民
の
結
婚
第
四
節
離
婚
第
五
節
旅
と
女
性
第
六
節
宿
場
の
飯
盛
女
第
Ⅱ
編
近
・
現
代
の
女
性
第
一
章
近
代
化
と
西
さ
が
み
の
女
性
第
一
節
関
喜
久
子
が
見
た
明
治
維
新
明
治
の
御
一
新
と
あ
る
「
〃
、
」
の
日
記
第
二
節
学
ぶ
心
ｌ
教
育
に
思
い
を
馳
せ
る
女
性
た
ち
女
も
男
も
学
校
へ
／
女
子
教
育
の
先
鞭
と
な
っ
た
私
熟
と
女
教
師
の
誕
生
／
良
妻
賢
雌
と
女
学
校
の
開
設
／
実
学
教
育
と
新
名
学
園
の
創
立
第
三
節
明
治
政
府
の
公
認
し
た
売
春
制
と
廃
姐
運
動
マ
リ
ア
・
ル
ー
ス
号
事
件
と
州
妓
解
放
／
貸
座
敷
制
度
と
に
ぎ
わ
う
花
街
／
廃
姐
運
動
ひ
ろ
が
る
／
小
田
原
に
お
け
る
廃
妬
の
実
態
第
二
章
大
正
の
「
明
」
と
「
暗
」
第
一
節
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
女
性
ｌ
向
立
を
求
め
て
「民衆」の誕生
第
二
節
大
地
震
で
潰
れ
た
町
や
村
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
／
小
田
原
町
の
惨
状
／
流
一一一一ｍ輩語のとびかう中で／御真影を守り犠牲と
な
っ
た
女
教
師
書
評
と
紹
介
第
三
章
昭
和
と
い
う
閉
塞
の
時
代
を
迎
え
て
第
一
節
不
況
の
嵐
に
動
揺
す
る
人
び
と
ｌ
社
会
主
義
の
台
頭
暗
い
昭
和
の
世
相
／
小
田
急
の
開
通
／
社
会
主
義
運
動
と
伊
藤
ヒ
デ
の
軌
跡
第
二
節
戦
争
へ
の
序
曲
ｌ
女
た
ち
の
戦
争
責
任
第
三
節
婦
人
会
の
成
立
と
腱
開
ｌ
処
女
十
訓
・
嫁
十
訓
Ⅱ
本
弘
道
会
と
一
丁
川
婦
人
会
／
活
気
づ
く
姉
人
会
の
動
向
第
四
節
愛
国
婦
人
会
ｌ
女
た
ち
の
戦
争
協
力
愛
国
婦
人
会
の
動
き
／
民
衆
と
共
に
歩
む
女
医
川
口
安
起
子
第
五
節
皇
紀
二
千
六
百
年
と
小
川
原
の
動
き
第
四
章
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
第
一
節
国
防
婦
人
会
ｌ
「
兵
隊
さ
ん
は
命
が
け
」
、
「
私
た
ち
は
たすきがけ」
小
田
原
町
で
の
動
き
／
地
域
に
お
け
る
活
動
第
二
節
戦
時
動
員
さ
れ
た
女
学
生
た
ち
、
疎
開
す
る
学
童
学
徒
動
員
／
横
原
恵
美
子
（
旧
姓
林
）
の
証
言
／
学
童
疎
開
／
母
と
の
楽
し
い
会
話
／
父
か
ら
の
手
紙
第一一一節「生めよ殖やせよ」の思想
第
四
節
貧
し
い
食
生
活
と
空
襲
の
日
々
第
五
章
敗
戦
と
女
性
第
一
節
戦
い
は
終
わ
っ
た
ｌ
女
性
た
ち
の
敗
戦
一
九
四
五
・
八
・
一
五
少
女
の
日
記
か
ら
／
混
乱
状
六
五
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況
の
巾
で
第
二
節
耐
乏
生
活
に
一
工
夫
第
三
節
女
性
の
政
治
参
加
ｌ
輝
く
男
女
同
権
女
性
議
員
の
誕
生
／
小
田
原
市
会
議
員
の
選
挙
第
四
節
日
本
国
憲
法
の
誕
生
ｌ
肚
界
に
誇
る
三
つ
の
原
理
新
憲
法
と
女
性
第
八
節
労
働
運
動
と
女
性
ｌ
女
性
解
放
に
刀
を
注
ぐ
千
葉
菊
ｆ
戦
後
の
女
性
労
働
運
動
第
六
節
民
主
主
義
教
育
ｌ
男
女
平
等
第
六
章
向
腱
成
長
期
第
一
節
村
は
変
わ
っ
た
ｌ
女
た
ち
の
生
活
改
善
運
動
第
二
節
人
口
政
策
と
女
性
た
ち
の
動
向
第
三
節
男
女
比
Ｍ
参
川
と
小
川
原
の
と
り
く
み
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
…
構
成
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
Ｉ
編
は
原
始
（
旧
石
器
時
代
）
か
ら
近
世
ま
で
を
、
第
Ⅱ
編
で
は
近
・
現
代
を
扱
っ
て
い
る
。
第
Ｉ
編
に
つ
い
て
は
柵
成
か
ら
は
内
容
が
窺
い
に
く
い
の
で
、
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
向
き
が
み
地
域
の
雌
史
は
、
早
川
・
栖
匂
川
の
流
域
や
机
模
川
際
か
ら
飴
ま
る
。
第
一
章
で
は
、
出
土
し
た
旧
石
器
か
ら
原
始
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
い
く
き
せ
、
土
偶
と
石
棒
に
象
徴
さ
れ
る
縄
文
期
、
稲
作
と
戦
が
始
ま
っ
た
弥
生
期
か
ら
大
剛
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
五
枇
紀
頃
ま
で
を
概
観
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
男
女
が
対
等
な
か
た
ち
で
生
活
を
支
え
て
お
り
、
や
が
て
ク
ニ
が
形
成
ざ
れ
支
配
層
が
出
現
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
政
治
」
に
か
か
わ
る
王
や
首
長
に
性
差
は
み
ら
れ
ず
、
枇
俗
的
政
治
・
祭
祀
・
外
交
・
軍
事
・
生
法
政
史
学
第
七
十
三
号
産
な
ど
す
べ
て
に
渡
っ
て
男
女
が
対
等
で
あ
っ
た
。
第
二
章
（
古
代
）
に
な
る
と
、
「
政
治
」
が
し
だ
い
に
男
性
優
位
へ
と
変
化
す
る
。
し
か
し
奈
良
朝
ま
で
は
、
女
帝
や
政
治
的
任
務
に
か
か
わ
る
女
而
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
央
政
治
の
中
枢
に
女
性
が
存
在
し
た
。
相
模
同
か
ら
提
出
さ
れ
た
文
書
か
ら
、
光
明
皇
后
が
天
皇
と
並
ん
で
政
治
の
権
限
を
発
揮
し
た
「
泉
后
寓
」
の
存
在
が
碓
認
さ
れ
る
と
い
う
。
庶
比
胴
の
粋
ら
し
と
性
愛
に
つ
い
て
は
、
万
葉
集
に
あ
る
足
柄
・
机
棋
地
刀
の
歌
謡
か
ら
、
男
女
が
心
性
を
同
じ
く
す
る
対
等
な
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
解
き
、
小
田
原
水
塚
遺
跡
の
竪
穴
住
居
群
を
例
に
あ
げ
て
古
代
家
族
の
特
徴
を
椎
鼠
す
る
。
「
統
Ⅱ
本
紀
」
「
延
喜
式
」
や
防
人
歌
に
み
ら
れ
る
杣
模
女
性
は
、
財
産
権
を
有
し
、
働
き
肴
で
執
も
し
い
。
第
三
章
（
中
仙
前
期
）
。
女
性
山
の
時
代
区
分
で
は
、
九
枇
紀
末
～
十
肚
紀
初
め
頃
か
ら
を
中
世
萌
芽
期
（
ま
た
は
成
立
期
）
と
す
る
。
こ
の
時
期
、
女
何
の
役
割
は
八
皇
の
私
的
生
椚
へ
の
奉
仕
に
限
ら
れ
、
巣
后
は
後
宮
に
つ
か
える女性たちの統括者に過ぎなくなる。しかし夫である天皇が肋
じ
た
あ
と
、
け
后
は
後
見
〃
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
た
。
趾
后
の
権
限
を
化
合
と
し
て
趾
爪
の
父
や
兄
弟
が
椛
刀
を
行
使
し
た
の
が
摂
関
政
治
で
あ
っ
た。政治が男性優位になるにつれて、性愛や結婚にも変化があらわ
き
み
よ
い
れ
る
が
、
女
性
の
立
場
の
弱
化
を
、
歌
人
相
模
（
相
模
国
司
大
江
公
資
の
第
二
夫
人
）
の
い
き
ざ
ま
か
ら
描
い
て
い
る
。
１
世
紀
以
降
に
な
る
と
貴
族
層
か
ら
「
家
」
が
成
立
し
始
め
、
や
が
て
武
士屑にも及ぶ。「家」は家長とその愛子を中核として家業経営をお
こ
な
い
、
家
司
や
従
者
・
女
房
・
下
人
等
を
包
摂
し
た
組
織
集
川
で
あ
る
。
一ハ坐ハ
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十
二
世
紀
に
は
下
級
官
僚
か
ら
武
士
層
ま
で
広
く
家
業
が
成
立
し
、
男
子
が
「
家
」
を
継
承
す
る
よ
う
に
な
る
。
な
か
に
は
相
模
国
早
河
庄
一
得
名
を
所
ま
ま
の
つ
ぼ
ね
持
し
た
摩
々
局
（
源
義
朝
の
乳
熾
・
山
内
首
藤
経
俊
の
母
）
や
相
模
国
人
友
し
ん
み
よ
う
郷
地
頭
職
郷
司
職
に
あ
っ
た
深
妙
（
大
友
能
直
の
妻
）
の
よ
う
に
、
財
産
を
所
有
し
て
家
業
を
経
営
し
御
家
人
と
し
て
活
動
し
た
女
性
た
ち
も
い
た
。
し
か
し
、
後
家
の
所
領
権
は
し
だ
い
に
縮
小
さ
れ
、
親
権
も
胸
ま
っ
て
い
く
。
附
き
が
み
地
域
の
将
色
の
●
つ
は
道
で
あ
る
。
Ⅲ
地
域
の
南
部
を
横
断
す
る
束
海
道
は
京
と
鎌
倉
の
往
還
道
と
し
て
賑
わ
い
、
女
性
の
旅
人
も
多
か
っ
た
。
足
柄
峠
の
麓
や
泗
匂
病
に
は
、
旅
の
安
全
を
祈
願
し
て
神
に
歌
舞
を
捧
げ
る
教
養
高
い
遊
女
た
ち
が
い
た
と
い
う
。
第
Ⅲ
章
（
中
仙
後
期
）
の
頂
で
は
、
従
来
政
略
結
婚
の
道
典
と
み
ら
れ
て
い
た
戦
国
大
名
の
子
女
が
、
実
際
に
は
外
交
官
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
黄
梅
院
（
信
玄
の
娘
・
北
条
氏
政
の
妻
）
や
桂
林
院
（
氏
政
の
娘
・
武
川
勝
頼
の
妻
）
の
活
動
か
ら
位
澗
付
け
る
。
武
上
層
の
所
領
は
息
子
が
単
独
州
統
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
女
性
に
は
化
机
料
や
夫
没
後
の
動
産
が
独
、
財
と
し
て
保
持
さ
れ
た
こ
と
も
北
条
氏
康
の
文
書
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
庶
民
層
に
つ
い
て
は
、
小
川
原
城
の
龍
城
作
戦
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
男
女
と
も
村
や
地
域
を
守
る
た
め
に
戦
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
北
条
氏
の
文
洲
か
ら
は
変
ｆ
労
働
の
蔽
要
性
な
ど
が
み
て
と
れ
る
と
い
う
。
一
方
こ
の
時
期
に
は
箱
根
道
が
本
道
化
す
る
こ
と
で
、
小
川
原
宿
が
街
村
的
景
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
．
町
の
に
ぎ
わ
い
の
中
に
芸
能
民
や
売
春
を
主
と
す
る
遊
女
た
ち
の
姿
も
あ
っ
た
。
第
五
章
（
近
阯
）
の
「
政
治
と
女
性
」
の
項
は
小
田
原
藩
と
か
か
わ
り
の
深
い
存
Ⅱ
局
を
中
心
に
語
ら
れ
、
「
武
士
の
結
婚
・
離
婚
」
で
は
小
Ⅲ
原
藩
主
書
評
と
紹
介
稲
葉
氏
や
大
久
保
家
臣
団
に
関
す
る
史
料
分
析
が
な
さ
れ
る
。
「
庶
民
の
結
蛎
・
離
婚
」
で
は
、
村
送
り
状
の
分
析
か
ら
西
ざ
が
み
地
域
の
通
婚
圏
・
婚
姻
年
齢
・
相
続
・
結
婚
式
の
日
取
り
な
ど
の
特
色
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
庶
民
に
と
っ
て
も
、
結
婚
は
「
家
」
の
維
持
・
存
続
と
生
産
性
向
上
を
希
求
す
る
手
段
と
な
り
、
女
性
の
立
場
は
弱
か
っ
た
。
近
世
に
な
る
と
東
海
道
を
旅
す
る
女
性
も
数
を
墹
す
。
紺
根
・
矢
倉
沢
・
根
府
川
の
関
所
改
め
や
洲
匂
川
の
川
越
え
の
川
雛
さ
は
あ
っ
た
が
、
商
人
の
斐
娘
、
名
症
の
菱
、
文
人
な
ど
上
牌
女
性
の
な
か
に
は
、
山
な
旅
を
楽
し
み
、
Ｗ
ざ
が
み
地
域
の
景
観
や
旅
の
印
象
を
記
す
杵
も
出
て
く
る
。
一
方
、
紡
根
桁には享保一一一年から、小川原術には文化三年より飯慌女の設祇が
認
可
さ
れ
、
犬
保
期
の
小
川
原
宿
で
は
約
八
○
軒
の
旅
龍
が
飯
盛
女
を
か
か
え
た
と
い
う
。
飯
盛
女
と
は
客
へ
の
配
膳
サ
ー
ビ
ス
を
建
て
前
と
し
な
が
ら
売
春
を
強
要
さ
れ
た
者
た
ち
で
、
多
く
が
貧
し
い
農
民
の
娘
た
ち
で
あ
っ
た
。
内
き
が
み
地
域
の
人
び
と
は
他
地
域
Ⅲ
様
、
階
闇
差
や
男
女
の
性
差
別
の
矛
旧
を
抱
え
つ
つ
、
幕
末
維
新
の
変
雌
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
以
上
、
第
Ｉ
編
は
「
政
治
」
「
結
婚
」
「
旅
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
所
有
や
性
愛
に
お
け
る
男
女
の
対
等
な
関
係
が
し
だ
い
に
男
佛
優
位
に
傾
斜
し
て
い
く
な
か
で
、
Ｗ
き
が
み
地
域
の
女
性
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
い
て
き
た
か
を
、
女
性
史
の
研
究
成
果
を
収
り
込
み
つ
つ
平
易
に
描
い
て
い
る
。
第
Ⅱ
編
は
、
ウ
エ
イ
ト
を
近
現
代
に
置
く
と
い
う
企
阿
か
ら
、
分
量
的
に
全
体
の
三
分
の
二
近
く
を
占
め
る
。
し
か
も
「
当
地
域
か
ら
の
発
信
を
強
調
す
る
」
た
め
に
宇
佐
美
氏
が
執
筆
を
担
当
し
、
地
域
資
料
を
存
分
に
活
用
し
て
内
容
的
に
も
豊
富
で
あ
る
。
前
述
の
「
構
成
」
で
お
お
よ
そ
の
概
要
が
把
握
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
第
Ⅱ
編
に
つ
い
て
は
資
料
の
扱
い
や
手
法
の
六
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特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
第
Ⅱ
編
第
一
章
は
小
田
原
城
下
の
質
屋
関
善
左
衛
門
の
母
・
喜
久
子
の
日
記
で
始
ま
る
。
関
喜
久
子
の
Ⅱ
記
は
、
明
治
維
新
と
い
う
変
動
期
の
社
会
の
動
き
や
民
衆
の
動
向
を
「
女
性
の
Ⅱ
」
で
客
観
的
か
つ
冷
静
に
記
録
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
第
四
章
・
第
五
章
で
は
女
学
生
の
日
記
や
学
童
の
手
紙
が
時代の証一一一一口として重要な役割を果たす。そのような女性の日記・
学
校
Ⅱ
誌
・
雑
誌
・
新
聞
記
事
・
女
学
生
の
Ⅱ
記
・
学
童
の
手
紙
な
ど
の
史
資
料
に
加
え
て
、
随
所
で
「
聞
き
取
り
（
聞
き
書
き
・
語
り
）
」
資
料
が
活
用
されている。「史料では見えてこない事象を「語り」という人びと
の
記
憶
の
営
為
に
よ
っ
て
追
体
験
し
、
地
域
女
性
の
歴
史
の
艀
構
成
を
試
み
る
と
い
う
手
法
」
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
「
地
域
に
残
さ
れ
た
資
史
料
・
文
献
に
は
女
性
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
も
少
な
く
な
い
」
た
め
、
そ
れ
を
補
う
意
図
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
「
語
り
」
が
実
に
効
果
的
に
Ⅲ
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
第
Ⅱ
柵
の
特
徴
が
あ
る
。
た
と
え
ば
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
暴
動
の
流
言
蜜
語
に
「
竹
や
ぶ
の
竹
を
と
ん
が
ら
し
て
身
を
守
っ
た
」
と
言
う
少
年
。
昭
和
前
期
の
小
川
原
地
域
で
女
性
の
自
立
や
女
性
解
放
を
唱
え
て
活
躍
し
た
伊
藤
ヒ
デ
の
「
体
に
は
、
二
○
年
以
上
前
の
拷
川
を
受
け
た
痂
々
し
い
傷
跡
が
残
っ
て
い
た
」
こ
と
。
戦
時
中
の
多
子
化
政
策
の
な
か
で
囚
人
の
子
を
産
ん
だ
も
の
の
「
あ
と
一
人
産
ま
な
け
れ
ば
軍
国
の
趾
失
格
と
強
力
な
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
オ
バ
ホ
ル
モ
ン
を
飲
み
ま
し
た
」
と
語
る
既
幡
女
性
等
々
。
「
語
り
」
に
よ
っ
て
臨
場
感
の
あ
る
叙
述
で
読
者
を
文
中
に
引
き
込
む
と
同
時
に
、
本
書
の
背
後
に
あ
る
「
同
時
代
の
体
験
者
や
多
く
の
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
」
が
地
域
女
性
史
と
し
て
の
本
書
を
厚
み
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
「
語
り
」
は
聞
き
取
る
側
で
の
時
法
政
史
学
第
七
十
三
号
代
考
証
（
記
憶
違
い
の
チ
ェ
ッ
ク
）
が
必
須
だ
が
、
「
歴
史
的
な
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
同
時
代
に
生
き
た
人
び
と
の
真
実
の
証
で
も
あ
る
」
。
そ
し
て
何
よ
り、著者ｎ身が、「語り」の中に地域の女性たちのいきいきした真
実
の
姿
を
見
出
し
深
い
感
銘
を
受
け
つ
つ
執
筆
し
た
と
い
う
事
実
が
、
本
書
の
勢
い
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
小
川
原
遊
郭
の
楼
閣
で
遊
ん
だ
と
い
う
宇
佐
美
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
飯
盛
女
を
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
氏
の
原
点
が
思
わ
れ
て
興
味
深
か
っ
た
。
一
読
後
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
原
始
・
古
代
か
ら
連
綿
と
続
く
両
き
が
み
女
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
著
者
が
最
後
に
投
じ
た
「
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
男
女
平
等
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
問
へ
の
肌
い
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
近
代
ざ
が
み
の
運
動
体
の
中
で
、
国
防
婦
人
会
は
人
道
的
女
医
・
田
口
安
起
子
を
も
小
田
原
支
部
役
員
に
取
り
込
ん
だ
「
巨
大
な
女
性
集
Ｍ
」
で
あ
っ
た
が
、
平
等
に
「
誰
で
も
入
れ
る
こ
と
が
魅
力
」
だ
っ
た
と
い
う
。
女
性
た
ち
の
戦
争
責
任
と
ど
う
向
き
あ
う
か
ｌ
と
い
う
課
題
に
加
え
て
、
「
平
等
」
の
も
つ
意
味
は
重
い
。
教
育
の
男
女
平
等
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
み
え
る
現
代
、
高
学
歴
女
性
の
専
業
主
婦
願
望
の
強
さ
が
格
差
社
会
や
貧
附
ス
パ
イ
ラ
ル
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
も
い
う
。
「
男
女
平
等
」
と
は
、
不
平
等
を
認
識
し
た
女
性
た
ち
の
共
通
の
願
い
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
妓
終
的
な
目
標
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
平
等
を
達
成
し
て
「
ど
う
す
る
の
か
」
「
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
」
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
時
期
に
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
女
性
史
を
学
ぶ
者
と
し
て
多
く
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
本
書
は
今
後
、
地
域
女
性
史
執
筆
の
良
き
モ
デ
ル
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
（
二
○
○
九
年
五
月
刊
Ａ
５
判
二
三
九
頁
定
価
一
八
○
○
円
十
税
夢工房）
六
八
Hosei University Repository
